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1. 所属構成員等
教 授 岡田智雄, 秋山仁志, 石垣佳希, 隅田由香（2023年6月1日より）
准 教 授 石田鉄光, 原　節宏, 大津光寛, 山瀬　勝（科長）
講 師 石川結子（医長）, 我妻由梨
助 教 岡山浩美, 小池未来
非常勤歯科
医 師

山川茉里萌（2023年12月まで）

2. 研究テーマ
1) 有病者に対するリスクマネージメント   Risk management for medically

compromised patient.
2) チェアサイドで5母音を入力すると発語能力を点数で示す機械学習システムの開発

Development of a machine learning system that scores speech
intelligibility fom five vowels at the chairside.

3) 顎顔面補綴治療計画を診断するマルチモーダルAIシステム開発  Development of a
multimodal AI system to diagnose maxillofacial prosthetic treatment
planning.

4) PEEK（ポリエーテルエーテルケトン）とシリコーンの接着性に関する研究  Bond
strength of resilient Lining Materials to PEEK.

5) 顎顔面補綴装置を用いる頭頸部腫瘍患者に対する栄養アセスメント  Comparison
of nutritional intake between elders with head and neck cancer undergoing
rehabilitation and a healthy reference population.

6) がん治療と就労の両立支援事業  Project to Support Balancing Cancer
Treatment and Work.

7) 音楽体操の顎口腔機能への影響  Effects of the music exercise on improving
the oral functions.

8) 食力に影響を及ぼす因子に関する研究  Affecting factor for the eating
ability.

9) デジタル技術を用いた補綴装置の製作方法に関する研究  Research on
fabricating prosthetic devices using digital technology.

10) 口腔レンサ球菌菌体表層抗原の多様性に関する分子生物学的解析  Molecular
biological analysis of surface antigen of oral streptococci for diversity.

11) 歯科インプラントに応用する開磁路型磁性アタッチメント・磁気シールドシステム
の開発   Development of open magnetic path magnetic attachment/magnetic
shielding system applied to dental implants.

12) 令和5年度「大学における医療人養成の在り方に関する調査研究」（歯学教育モデ
ル・コア・カリキュラム改訂を踏まえた調査研究）   FY2020 “Research on the
ideal way of training medical personnel at universities” (Research based
on the revision of the dental education model core curriculum).

13) 歯科臨床実習用ヒト型患者ロボットシミュレータに関する研究  Development of
the simulation system which is linked to the conscious of dental therapy
patient.

14) 部分床義歯装着時の鉤歯の維持力に関する研究  Studies on the retention of
abutment teeth of removable partial denture wearing.

15) 鉤歯の恒常的な機能維持による部分床義歯装着者への新たな客観的メンテナンス法
の確立  Establishment of new objective maintenance method for partial
denture wearer by constant function maintenance of retentive teeth.

16) 歯科医療の専門性に関する協議・検証等一式   A set of consultations,
verifications, etc. regarding the expertise of dental care.

17) e-learning教材の検討および作成、運営   Examination, creation and
management of e-learning materials.

18) 咬筋筋膜の解剖学的解析  Anatomical analysis of masseter fascia.
19) 心身医学的歯科治療  Psychosomatic dentistry.

3. 今年度の研究上の特筆すべき事項



受賞
1) The 2023 AAMP Student Poster Competition, Research-2nd Place, Ali IE,

Sumita YI, Wakabayashi N., 2023年10月24日, Advancing maxillofacial
prosthodontics using pretrained convolutional neural networks: Image-based
classification of the maxilla.

特許
記載事項なし

その他
1) 我妻由梨: 一般社団法人日本歯科医学教育学会 指導歯科医講習会講師　取得

4. 学位取得者
1) Yu Hongli: 上顎顔面欠損患者における認知症の有病率および上顎切除患者におけ

る上顎顎義歯装着の困難さについて：支持療法のより良い提供に向けて
Prevalence of Possible Dementia and Difficulty of Inserting Maxillofacial
Prostheses in Patients with Head and Neck Defects: Toward Better Provision
of Supportive Care., 2024年3月15日, 東京医科歯科大学，博士(歯学).

5. 主催学会等
1) 日本歯科医学教育学会主催第1回指導歯科医講習会講師養成のための研修会, 千葉

県美浜区, 2023年8月21日～8月23日, 秋山仁志  (日本歯科医学教育学会理事長).
2) 歯科医療振興財団主催第1回プログラム責任者講習会, オンライン開催, 2023年9月

9日～9月11日, 歯科医療振興財団・日本歯科医学教育学会（秋山仁志理事長）.
3) 第13回歯科医学教育者のためのワークショップ（富士研）, 千葉県美浜区, 2023年

12月5日～12月8日, 秋山仁志  (日本歯科医学教育学会理事長).
4) 日本歯科専門医機構主催令和5年度第1回ワークショップ, 千代田区, 2023年10月5

日, 秋山仁志（日本歯科医学教育学会理事長・日本歯科医学会常任理事）.
5) 日本歯科医学教育学会主催令和5年度第1回プログラム責任者講習会, 千葉県美浜

区, 2023年11月27日～11月29日, 秋山仁志  (日本歯科医学教育学会理事長).
6) 歯科医療振興財団主催第2回プログラム責任者講習会, オンライン開催, 2023年12

月16日～12月18日, 歯科医療振興財団・日本歯科医学教育学会（秋山仁志理事
長）.

7) 日本歯科医師会主催歯科医師臨床研修指導歯科医講習会, 千代田区, 2024年2月3
日、4日, 秋山仁志  (日本歯科大学：ディレクター).

8) 日本歯科医学教育学会主催令和5年度第2回プログラム責任者講習会, オンライン開
催, 2024年2月20日～2月22日, 秋山仁志  (日本歯科医学教育学会理事長).

9) 日本歯科医学教育学会主催歯科医療人のためのファシリテーター養成セミナー行動
変容編, 名古屋市, 2024年3月9日, 秋山仁志  (日本歯科医学教育学会理事長).

10) 日本歯科医学教育学会主催第2回指導歯科医講習会講師養成のための研修会, オン
ライン開催, 2024年3月18日～3月20日, 秋山仁志  (日本歯科医学教育学会理事
長).

6. 国際交流状況
1) 2024年1月29日に東京TKPカンファレンスセンターにて、日本歯科医学教育学会　秋

山仁志理事長と韓国KIDEE Jaeil Lee会長のもとで、日本歯科医学教育学会(JDEA)
とKorean Institute of Dental Education and Evaluation（KIDEE）との間で協定
締結（MOU）式を執り行った。今後、日本と韓国の歯科医学教育の発展のためにの
MOUが両国の関係を強化し、両国の歯科教育の発展に貢献する状況が確立できた。

2) 隅田由香が言語聴覚士や医療工学研究者らと発音機能評価アプリの開発に取り組ん
でいる。

3) 隅田由香が頭頸部腫瘍に関わる医療者の協力を得て，がん治療と就労の両立支援事
業を展開している。

7. 外部・学内研究費



1) 令和5年度文部科学省科学研究費助成事業 基盤研究（C）, (新規), 2023年―2025
年, 歯科インプラントに応用する開磁路型磁性アタッチメント・磁気シールドシス
テムの開発, 秋山仁志(代表), 原　麻衣子，小倉　晋，八田みのり，竹井　潤，赤
間亮一(分担), 4,680,000円, 2023年度, 2,600,000円

2) 令和5年度厚生労働省臨床研修活性化推進特別事業, (新規), 2023年7月 - 2024年3
月, e-learning教材の検討および作成、運営 , 秋山仁志(代表), 長島　正，平田
創一郎，森　真理，春山亜貴子，鬼塚千絵，木尾哲朗，宮内ミナミ，則武加奈子，
岡田智雄，大澤銀子，田口則宏(分担), 9,000,000円, 2023年度, 9,220,000円

3) 令和5年度厚生労働省臨床研修活性化推進特別事業, (新規), 2023年7月 - 2024年3
月, 歯科医師臨床研修指導歯科医講習会（プログラム責任者講習会） , 秋山仁志
(代表), 長島　正，田口則宏，平田創一郎，長谷川篤司，和田尚久，鬼塚千絵，関
本恒夫，岩下洋一朗，永松　浩，兼田陽介，大野恵子，金崎伸幸(分担),
2,500,000円, 2023年度, 2,545,000円

4) 令和5年度厚生労働省臨床研修活性化推進特別事業, (新規), 2023年7月 - 2024年3
月, 指導歯科医の講師養成のための研修会 , 秋山仁志(代表), 平田創一郎，森
真理，春山亜貴子，鬼塚千絵，木尾哲朗，宮内ミナミ，則武加奈子，岡田智雄，大
澤銀子，田口則宏(分担), 3,200,000円, 2023年度, 3,252,000円

5) 令和5年度「大学における医療人養成の在り方に関する調査研究」, (新規), 2023
年度, 歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂を踏まえた調査研究, 秋山仁志
(代表), 上田貴之，大戸敬之，鬼塚千絵，紙本　篤，里村一人，須藤毅顕，添野雄
一，田口則宏，鶴田　潤，則武加奈子，長谷川篤司，平田創一郎，森田浩光，森
真理，和田尚久，河野文昭(分担), 10,000,000円, 2023年度, 10,000,000円

6) 文部科学省委託事業, (新規), 2023年4月14日～2024年3月29日, 歯学教育モデル・
コア・カリキュラム改訂を踏まえた調査研究, 日本歯科医学教育学会(代表), 石垣
佳希(GEコンテンツ作成）(分担), 2023年度, 9,090,910円

7) 厚生労働省委託事業, (新規), 2023年9月20日～2024年3月29日, 歯科医療の専門性
に関する協議・検証等一式, 日本歯科専門医機構(代表), 石垣佳希(分担), 2023年
度, 2,013,000円

8) 科学研究費助成事業（科学研究費補助金）, 挑戦的研究 （萌芽）, (新規), 2023
‐2026, チェアサイドで5母音を入力すると発語能力を点数で示す機械学習システ
ムの開発, 隅田由香(代表), 西脇恵子，井野秀一，近井　学，谷川千尋(分担),
5,850,000円, 2023年度, 2,210,000円

9) 東京都連携事業, 大学研究者提案事業, (新規), 2023‐2026, がん治療と就労の両
立支援事業, 隅田由香(代表), 100,000,000円, 2023年度, 23,700,000円

8. 研究業績
A. 著書

1. 隅田由香 (分担執筆・編集) : 3.口腔癌治療と顎顔面補綴治療　4.術前に行われる
顎顔面補綴診査と術前資料採得　5.術前に製作される顎顔面補綴装置　6.術後に行
われる顎顔面補綴診査と術前資料採得　7.術後に製作される顎顔面補綴装置　8.最
後に, 240-251, 桐田忠昭，原田浩之, 口腔癌, 初版, 医歯薬出版, 東京, 1905,
ISBN 978-4-263-42315-8.

2. 石垣佳希 (共著・編集) : エビデンスの基づく歯科診療における医療関連感染対策
実践マニュアル(一般社団法人　日本歯科医学会連合監修), 永末書店, 京都,
2023, ISBN 978-4-8160-1430-7.

3. 秋山仁志, 歯科医学教育白書2018年-2021年, 1, 日本歯科医学教育学会, 東京,
2023, ISBN 0914-5133 .

4. 日本口腔顔面痛学会診療ガイドブック製作委員会 (編集) : , 2-311, 篠田雅路，
原　節宏，岡本圭一郎，飯田　崇，石垣尚一，小川　徹，坂本英治，築山能大，鳥
巣哲朗，前川賢治, 口腔顔面痛の診断と治療ガイドブック, 第3版, 医歯薬出版株
式会社, 東京, 2023, ISBN 978-4-263-44684-3.

5. HITOSHI AKIYAMA (分担執筆・監修) : The model core curriculum for dental
education in Japan, 1-40, Hitoshi Akiyama, The Journal of Japanese Dental
Education Association Special Issue 2024, 1, Japanese Dental Education
Association, Tokyo, 2024, ISBN Print ISSN : 0914-5133.



6. HITOSHI AKIYAMA (分担執筆・監修) : The model core curriculum for dental
education in Japan, 1-40, Hitoshi Akiyama, The Journal of Japanese Dental
Education Association Special Issue 2024, 1, Japanese Dental Education
Association, Tokyo, 2024, ISBN Online ISSN : 2433-1651.

7. 秋山仁志, 歯学教育コアカリガイドWEB, 日本歯科医学教育学会, 東京, 2024.
8. 1) 石垣佳希 (共著・編集) : 有病者歯科学, 第3版, 永末書店, 京都, 2024, ISBN

978-4-8160-1436-9.
9. 2) 石垣佳希 (分担執筆・編集) : 第2章　患者の診察　３　有病者（小児・妊婦を

含む）理解に必要な各種検査, 61-62, 【監修】今井 裕，岩渕博史 【編集】石垣
佳希，鵜澤一弘，小笠原 正，片倉 朗，坂下英明，白川正順，砂田勝久，髙野正
行，田中 彰，藤井一維，山口秀紀, 有病者歯科学, 第3版, 永末書店, 京都,
2024, ISBN 978-4-8160-1436-9.

10. 3) 石垣佳希 (分担執筆・編集) : 第2章　患者の診察　５　薬物の有害作用による
口腔症状, 99-102, 【監修】今井 裕，岩渕博史 【編集】石垣佳希，鵜澤一弘，小
笠原 正，片倉 朗，坂下英明，白川正順，砂田勝久，髙野正行，田中 彰，藤井一
維，山口秀紀, 有病者歯科学, 第3版, 永末書店, 京都, 2024, ISBN 978-4-8160-
1436-9.

11. 4) 石垣佳希 (分担執筆・編集) : 第4章　患者管理の各論（歯科治療上配慮すべき
点）　１　全身管理に留意すべき疾患と歯科治療上必要な対応, 196-198, 【監
修】今井 裕，岩渕博史 【編集】石垣佳希，鵜澤一弘，小笠原 正，片倉 朗，坂下
英明，白川正順，砂田勝久，髙野正行，田中 彰，藤井一維，山口秀紀, 有病者歯
科学, 第3版, 永末書店, 京都, 2024, ISBN 978-4-8160-1436-9.

B. 原著
1) 秋山仁志, 原　麻衣子: 新製した有床義歯装着者に客観的メインテナンス法を用い

て維持管理を行った 1症例.日本総合歯科学会誌, 2023; 15（１）: 44-55, doi:
ISSN: 2189-938x.

2) 秋山仁志: シミュレーション医療教育のDiversityを考えるー多様な分野のシミュ
レーション教育者からのメッセージー 歯学教育におけるシミュレーション .日本
シミュレーション医療教育学会誌, 2023; 11: 5-8, doi: ISSN : 2187-9281.

3) 石垣佳希, 内藤克美, 石井良昌, 鈴木　茂, 砂田勝久, 立本行宏, 田中　彰(7th),
山本敏郎(8th), 吉武博美(9th), 今井　裕(10th) (10 authors): 病院歯科におけ
る多職種連携等の現況と課題 -アンケート調査による-.日本有病者歯科医療学会雑
誌, 2023; 32(2): 72-81.

4) Yu H, Fujita H , Akiyama M, *Sumita YI, Wakabayashi N: Prevalence of
possible dementia in patients with maxillofacial defects and difficulty of
inserting obturator in maxillectomy patients: Toward better provision of
supportive care, ☆◇J Clin Med. , 2023; 12 (7): 2722‐1-13, doi:
10.3390%2Fjcm12072722. (学位論文)

5) Gao Y, *Hattori M, Zhang M, Elbashti ME, Sumita YI: Evaluating the
Feasibility and Accuracy of Digitizing a Maxillary Defect Model Simulating
Various Trismus Conditions, ☆◎◇Int J Prosthodont., 2023; 36 (3): 366-
374,10.11607/ijp.7842. (学位論文)

6) Ali IE, Hattori M, *Sumita YI, Wakabayashi N: Effect of cut-out rescan
procedures on the accuracy of an intraoral scanner used for digitizing an
ear model: An in vitro study, ☆◎◇J Prosthodont. , 2023; 32 (6): 527-
533, doi: 10.1111/jopr.13591.

7) Anshul Chugh, *Mariko Hattori, Cheewin Towithelertkul, Yuka I. Sumita,
Noriyuki Wakabayashi: Evaluation of the color stability of three
maxillofacial silicone materials ｗ exposure to beverages: An in vitro
study, ☆◇Heliyon, 2024; e25529 : 1-11, doi: 10.3390/jcm13071926. (学位論
文)

8) *Elbashti ME, Aswehlee A, Sumita Y , Schimmel M, Abou-Ayash S, Molinero-
Mourelle P: An integration protocol for aligning intraoral scans to facial
scans using the nasal geometry reference in a fully dentate patient, ☆◎
◇Quintessence Int. , 2024; 55(2): 140-146, doi: 10.3290/j.qi.b4478927.



9) Han X, Hattori M, Sumita YI, *Haraguchi M, Wakabayashi N: Factors related
to masticatory rhythm in patients with oral tumors, ☆◇J. Clin. Med. ,
2024; 13: 1926‐1-11, doi: 10.3390/jcm13071926.

C. 総説・解説
1) 秋山仁志: 日本歯科医学教育学会令和4年度会務報告 .日本歯科医学教育学会雑誌,

2023; 39（2）: 174-175.
2) 秋山仁志: 日本歯科医学教育学会令和4年度理事長特命委員会報告.日本歯科医学教

育学会雑誌, 2023; 39（2）: 91-91.
3) 秋山仁志: 歯科医師臨床研修指導歯科医講習会の現状 .日本歯科医学教育学会雑

誌, 2023; 76（6）: 2-3.
4) 秋山仁志: 日本歯科医学会会務報告－一般社団法人日本歯科医学教育学会－.日本

歯科医学会誌, 2023; 42: 99-99.
5) 石垣佳希: Hands Only CPR.https://www.jsdh.jp/committee/medical-

safety/entry-236.html, 2023; .
6) *隅田由香: 下顎欠損症例における顎義歯の製作と顎補綴治療の展望.日歯連合誌,

2023; 2: 44-53.
7) *隅田由香: 歯科用切削機器が発する作動音の心理音響学的分析.日本官能評価学会
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15) 隅田由香: 口腔がん術後の機能回復‐顎顔面補綴による機能回復‐, 日本がん口腔
支持療法学会第九回学術大会, 教育セミナー, 京都府立京都学・歴彩館（京都府・
京都市） (2023年11月18日).

16) 山瀬　勝: セラミックス再考～何を選択し，どのように使うのか～, 第14回　日本
メタルフリー歯科学会学術大会, シンポジウム, 東京 (2023年11月19日).

17) 秋山仁志: 医療ICT時代の歯科医学教育 , 第3回桐朋歯科医会学術講演会 , 特別講
演, 東京都千代田区 (2023年11月19日).

18) 秋山仁志: 令和4年度改訂版歯学教育モデルコアカリキュラムの概要, 第13回歯科
医学教育者のためのワークショップ（富士研）, 講演, 千葉県美浜区 (2023年12月
6日).

19) 秋山仁志: 医学教育モデルコアカリキュラム周知のためのシンポジウム 来賓挨拶
, 令和5年度医学教育モデルコアカリキュラム周知のためのシンポジウム , 講演,
オンライン開催 (2024年1月26日).

20) 秋山仁志: 歯学教育モデル・コア・カリキュラム令和４年度改訂版普及事業の総括
, 歯学教育モデル・コア・カリキュラム令和４年度改訂版普及事業シンポジウム,
講演, オンライン開催 (2024年1月29日).

21) 秋山仁志: JADA-KIDEE. MOU締結式記念祝賀挨拶 , Japanese Association Dental
Education (JADE) -Korean Institute of Dental Education and Evaluation
(KIDEE) 基本合意書締結式, 講演, 東京都千代田区 (2024年1月29日).

22) 秋山仁志: 2023年度日本歯科大学学内校友会シンポジウム 東京支部長挨拶 , 2023
年度日本歯科大学学内校友会東京支部シンポジウム , 講演, 東京都千代田区
(2024年3月7日).

23) 石垣佳希: 総合歯科専門医(仮称)に向けて -有病者歯科における対応と役割-, 第
33回日本有病者歯科医療学会総会・学術大会, シンポジウム, 新潟県 (2024年3月9
日).

24) 岡田智雄: 医療事故後のコミュニケーション, 令和5年度第2回医師及び歯科医師に
関する再教育研修(団体研修), 講演, 埼玉県 (2024年3月10日).



2) 講演会・研究会・研修会等での講演
1) 隅田由香: 顎顔面補綴からみる補綴医のたしなみ, 東京医科歯科大学補綴集談会

, 東京・WEB（ハイブリッド開催） (2023年5月17日　)．
2) 岡田智雄: しない、させないハラスメント！裁判例から見たハラスメントにならな

い対応とは？, 令和５年度山梨県日本歯科大学校友会総会学術講演会, 山梨県
(2023年6月10日)．

3) 山瀬　勝: 脱落させないCAD/CAM冠支台歯形成の留意点, 東京都歯科医師会卒後研
修, 東京 (2023年7月2日)．

4) 山瀬　勝: 支台築造 Up-To-Date～割らない，外れないコアのために考えるべき15
の疑問～, 岡山県日本歯科大学校友会学術講演会, 岡山県 (2023年7月9日)．

5) 服部麻里子,　山谷雄一,　隅田由香,　若林則幸: 全顎的なインプラント補綴装置
を装着した患者がサキソフォン演奏時に用いる特殊ミュージックスプリントの作製
について, 第2回日本芸術医学研究会, 東京 (2023年7月16日)．

6) 田邊　元, 小幡哲史, 服部麻里子, 中禮　宏，西山　暁, 上野俊明, 森　隆志, 隅
田由香: 「楽器演奏と歯科口腔 科学の接点を探る」-産学連携による楽器演奏者へ
の大規模アンケート調査の現況と方針, 第2回日本芸術医学研究会, 東京 (2023年7
月16日)．

7) Sameir, Keita Masaki, Mariko Hattori, Yuka I. Sumita, Noriyuki
Wakabayashi: The impact of maxillectomy patients' speech on contemporary
speaker-independent automatic speech recognition platforms, International
summer program 2023 symposium, 東京 (2023年8月2日)．

8) 石垣佳希: 緊急時の対応, 特定非営利活動法人日本・アジア健康科学支援機構「健
口管理士認定セミナー」「外来環・歯援診・か強診　認定セミナー」ベーシック
コース「摂食嚥下障害患者の基本的対応」, WEB (2023年8月1日～9月30日)．

9) Yoshiki ISHIGAKI: Tooth extraction, its errors and complications and how
to prevent from it, Nomadic Dentist Project by Japan and Asia Health
Support Organization, Erdenet, Orkhon Province, Mongolia (2023年8月19日)．

10) 石垣佳希: 窒息の対応, 特定非営利活動法人日本・アジア健康科学支援機構「健口
管理士認定セミナー」「外来環・歯援診・か強診　認定セミナー」セカンドコース
「摂食嚥下患者へのミールラウンド対応」, 東京都 (2023年9月10日)．

11) 石垣佳希: 日常臨床で知っておきたい有病者の歯科治療, 第67回日本歯科大学近畿
地区校友会地区会員大会学術講演会, 和歌山県 (2023年10月14日)．

12) 石垣佳希: 新型コロナウイルス感染症の特徴を踏まえた院内感染対策, 日本歯科医
師会 令和5年度歯科医療関係者感染症予防講習会, WEB (2023年12月25日)．

13) 石垣佳希: 歯科診療における院内感染対策　ｰスタンダードプリコーションを中心
にｰ, (公社)東京都港区芝歯科医師会　医療安全に関する講習会, 東京都 (2024年2
月6日)．

14) 石垣佳希: 一般歯科診療所における医療安全対策と偶発症の対応, 一般社団法人高
知県歯科医師会 医療安全対策講習会, 高知県 (2024年2月25日)．

15) 石垣佳希: 一次救命処置, 一般社団法人大宮歯科医師会 コデンタルスタッフ講習
会, 埼玉県 (2024年2月29日)．

16) 隅田由香: 話すこと，食べること, 鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座症
例検討会, 神奈川県 (2024年3月3日)．

17) 山瀬　勝: メタルフリートリートメント2024～知っておきたいエビデンスと成功の
ポイント～, 令和6年　第1回あすなろ会例会, 広島県 (2024年3月9日)．

H. その他の出版物
1) 志賀　博，石田鉄光，横山正起，児玉実穂，上杉華子，小見野真梨恵，倉持淳子，

中島邦久，荒川一郎: 全部床義歯補綴学実習書, 日本歯科大学生命歯学部歯科補綴
学第１講座, 一世印刷株式会社, 東京, 2023, 志賀　博[監修].

2) 志賀　博，石田鉄光，横山正起，上杉華子，小見野真梨恵，倉持淳子，佐野眞子，
中島邦久，荒川一郎: 部分床義歯補綴学実習書, 日本歯科大学生命歯学部歯科補綴
学第1講座, 一世印刷株式会社, 東京, 2023, 志賀　博[監修].


